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ブラジルの国境なき言語ネットワーク​
Denise Abreu-e-Lima, Federal University of Sao Carlos（サンカルロス連邦大学) 

Waldenor B. Moraes Filho, Federal University of Uberlandia（ウベルランジア連邦大学） 

 

 　人文科学は、国民のアイデンティティの構築や、社会を形成する市民の教育に

おいて重要な役割を果たしている。Adriana Toso Kempは、「人文科学は、批判

的な視点で取り組まれると、教育過程において、批判的思考と共感という、民主

的な人間の共存に欠かせない美徳、そして共通の世界を築くための可能性の条件

となる要素を提供する可能性を秘めている」1 と述べている。この共通の世界と

いう概念は、グローバル市民という考えにも広がり、文化的な相互作用がグロー

バル化した社会で人々を教育する重要な役割を果たし、異文化間能力を育むこと

につながる。この能力は、カリキュラムマネジメントと言語教育に依存してお

り、それによって私達が世界的につながっていることに気づかせてくれる。 

　国際化の中心に教育を置く動きが高まっている。高等教育に関しては、Jane 

Knightが国際化の概念として定義した「すべての学生と教職員に対する教育と研

究の質を向上させ、社会に有意義な貢献をするために、中等以降の教育の目的、

機能、提供方法に国際的、異文化的、あるいは地球規模での側面を統合する意図

的なプロセス」2 に賛同する。この意図的なプロセスは、多文化および多言語の

対話を促進し、それによって寛容の精神を育み、相互理解の機会を増進させるこ

とに貢献すると考える。この教育システム間の相互作用の結果として、この統合

された世界は、国と国や文化間の協力を育み、異なるアイデンティティを尊重す

ることを可能にするであろう。 

　国際化や教育運動について議論するとき、私たちは常に人々とアイデアを結び

つける連携を可能にする実践と概念に焦点を当てる必要がある。国際化された世

界には、言語と文化が、重要性や価値において必ずしも相互に干渉することな

く、相互作用できるようにするための工夫が必要となる。John Hudzikは、国際化

は、すべての教育分野を網羅する広範な運動と見なされるべきであり、すべての

人々がその原則に取り組み、知識を結びつける方法を開発することで、本当に民

2 Hans de Wit, Fiona Hunter, Laura Howard, and Eva Egron-Polak, Internationalisation of Higher 
Education (Brussels: European Parliament, Directorate-General for Internal Policies, 2015), 
https://op.europa.eu/en/publication-detail/-/publication/1b743fec-8b6c-45c2-aa9e-2fdf0967757b/la
nguage-en. 

1 Adriana Toso Kemp “O papel das humanidades na educação para a democracia” [The role of 
humanities in education for democracy] (PhD diss., Universidade Regional do Noroeste do 
estado do Rio Grande do Sul, Campus Ijuí, 2018),  
http://bibliodigital.unijui.edu.br:8080/xmlui/handle/123456789/6054. 
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主的であり、さまざまな国民、文化、言語がアクセス可能となるべきだとしてい

る。3 

　高等教育の国際化は、過去25年間、特に北半球およびErasmus Mundus4 のよう

なプログラムを持つヨーロッパ諸国では一般的な慣行となっているが、南半球の

大学では、社会的および歴史的な背景の違いから、国際化に対して別の視点を採

用している。その結果、それぞれ独自の戦略を開発し、独自の政策や国家規制に

従っている。 

　南半球に位置するブラジルは、ラテンアメリカにおいて戦略的な位置を占め、

ポルトガルによる正式な植民地支配を受けたことで、他の地域と異なる歴史を

持っている。広大な国土を持つブラジルは、多様な文化と歴史を有しており、

1822年に独立しているが、依然として若い国であり、民主主義の主権を維持する

ために奮闘している。また、右派と左派のイデオロギーの間で揺れ動いている。

政府の政策は、多くの市民の運命に大きな影響を与え、教育分野を通じてアイデ

アの普及にも寄与している。連邦政府は、無償の公立学校や大学に対する資金提

供を通じて、全国の教育システム全体を規制する強大な権限を持っている。この

公共資金は、政府の方針や優先事項に従って知識の生成や研究に影響を与えてい

る。 

　ブラジルの歴史において、国際化は学術コミュニティ内で重要な役割を果たし

ており、特に大学院プログラムの発展に貢献している。1971年に設立された連邦

政府の主要な資金提供機関であるCAPES5 は、大学院プログラムの規制と支援を

行い、教員の育成を促進している。また、海外での研究者の研究を支援するため

に、世界各地でのいわゆる留学プログラムを通じて強力な全国的な大学院システ

ムを築きあげた。このような戦略は、CAPESの初期から堅固なものであったが、

2011年から2015年にかけて、国際舞台で高等教育の国際化が大きく注目された時

期に、ブラジルは国際化における最も重要な取り組みの一つである「国境なき科

学 (Ciência Sem Fronteiras) 」プログラム6 を立ち上げた。このプログラムは、

6 Presidência da República, Casa Civil, Subchefia para Assuntos Jurídicos, Decreto No 7.642, de 
13 de dezembro de 2011, institui o Programa Ciência sem Fronteiras [Decrete No. 7.642 of 
December 13, 2011, establishing the Science without Borders program], http://www.planalto.gov. 
br/ccivil_03/_ato2011-2014/2011/decreto/d7642.htm. 

5 CAPES is a foundation within the Brazilian Ministry of Education with the central purpose of 
coordinating efforts to improve the quality of the country’s faculty and staff in higher education 
through grant programs. CAPES is particularly concerned with the training of doctoral candidates, 
predoctoral short-term researchers, and postdoctoral scholars. 

4 Decision No. 2317/2003/EC of the European Parliament and of the Council of 5 December 2003 
establishing a programme for the enhancement of quality in higher education and the promotion 
of intercultural understanding through cooperation with third countries (Erasmus Mundus) (2004 
to 2008), https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/AUTO/?uri=celex:32003D2317. 

3 John Hudzik, Comprehensive Internationalization: Institutional Pathways to Success (New York: 
Routledge, 2015). 
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別の連邦政府機関である科学技術開発全国評議会 (CNPq) と提携して開始され

た。同プログラムの指針7 によると、「国境なき科学」の主な目的は、 

 

国際的な交流とモビリティを通じて、ブラジルにおける科学、技術、イノベーションの統合と

拡大を促進することである。この戦略は、(a) ブラジルの学生、科学者、産業界の人々が国際

的な優れた機関において活動する機会を増やすこと、(b) 海外からの若い才能や優れた研究者

がブラジルの研究者と共同プロジェクトに参加し、人材育成に貢献するとともに、海外で活動

しているブラジルの科学者の帰国を促すこと、そして (c) ブラジルの大学や研究機関の国際

化を促進し、国際的なパートナーシップを確立し、外国のパートナーとの連携を可能にするた

めに内部手続きの見直しを促すことを目指している。 

 

　「国境なき科学」は、主に学部生を対象に、101,000人のブラジル人学生の海外

派遣を支援し、教育システム全体における技術とイノベーションの国際化を支援

してきた。しかしながら、プログラムは、政府の方針に従い、STEM（科学、技

術、工学、数学）分野に関連する職業にのみ焦点を当てており、人文科学や社会

科学は除外されていた。 

　多くのブラジル人は、イノベーションと技術がSTEM分野のみに関連すると考

えているが、このプログラムから人文科学が除外されたことで、社会に貢献して

いるにも関わらず、ブラジルにおける人文科学の不可視性が議論の対象となっ

た。このような状況は、しばしば人文科学研究への投資不足を招き、人文科学が

知識創造の基本的な担い手としての役割を果たす能力を弱めている。人文科学と

社会科学は、イノベーションと技術においても重要な役割を果たしており、その

即時的な社会への影響が誤解されているため、体系的に資金提供が不十分な状況

にある。また、これらの分野は、「国境なき科学」のような国際化プロセスにお

いても、批判的な視点を提供するために必要である。このプログラムは、ブラジ

ルの研究を国際化することを目指しているが、人々のコミュニケーションの基盤

として言語を考慮せずに国際化を論じることは不可能である。実際、人文科学が

その範囲から除外されたにもかかわらず、「国境なき科学」の実施と運用には人

文科学の専門家が必要とされた。ブラジルの学術界の外国語（特に英語）の習熟

度が低いため、ブラジル政府は、「国境なき科学」の奨学金に応募するために学

術コミュニティを整備するための外国語教育プログラムを追加で開発する必要に

迫られた。このプログラムは「国境なき言語」として知られている。このあと、

本稿では、「国境なき言語」がどのように組織されたか、またその影響について

議論し、政府の不十分な投資や支援にもかかわらず、依然として影響を与え続け

ている点を考察する。 

 

7 The Program, Science without Borders, 
http://www.cienciasemfronteiras.gov.br/web/csf-eng/goals. 
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ブラジルの教育に関して 

　「国境なき言語」プログラムがどのように組織されたかを理解するためには、

まずブラジルの教育制度の概要を理解することが重要である。ブラジルの公教育

は、幼児教育から大学院（博士課程）までの全てのレベルにわたっている。公教

育とは、授業料が一切かからず、すべてが税金で賄われている教育を意味する。

ブラジルの教育制度を組織する法律では、教育システム（公教育）は次の3つのレ

ベルに分かれている。幼児教育は市町村の責任であり、基礎教育（初等教育から

中等教育まで、7歳から17歳の年齢を対象とする）は州の責任である。また、高等

教育は連邦政府の責任となっている。しかし、実際には、市町村、州、連邦政府

はこれらのレベルで役割を拡大することが可能である8。たとえば、基礎教育のカ

リキュラムは連邦政府によって策定されるが、各州や市町村は国の指針を地域の

事情に合わせて適応させる権利を有する。 

　ブラジルにおける語学教育は、主にブラジルポルトガル語と、最近ではブラジ

ル手話 (LIBRAS) の教育に重点が置かれている。いくつかの変更が加えられたに

もかかわらず、カリキュラムの大部分はポルトガル語と数学で占められている。

外国語の授業時間は減少しており、ほとんどの生徒は週にわずか50分の授業しか

受けておらず、最も多く教えられている外国語は英語である。カリキュラムにお

ける外国語の授業時間の少なさ、教職への関心の低さ、低賃金、大人数のクラス

などの要因により、卒業生は外国語でのコミュニケーションが十分にできず、他

の文化に対する理解も乏しい状況におかれている。 

　ブラジルで外国語の教員資格を得るには、該当する言語の文学と言語の学部に

おいて、教員免許を取得する必要がある。大学では、これらの教員が基礎教育で

授業を行うための準備が行われている。しかし、高等教育が国際化するにつれ

て、外国語教師には新しい役割が生まれている。それは、公的または私的な学術

コミュニティのメンバーが言語の能力を向上させるのを助けることである。ごく

一部の人達は私立の語学学校で外国語を学び、さらに少数の人達が目標言語の国

でのイマージョンコースを受ける機会を得ている。 

　数千人の大学生にとって、「国境なき科学プログラム」は、海外での専門的知

識の向上と文化的・言語的な知見を深める機会を提供してきた。しかし、その資

格を得るためには、応募時に言語能力証明書を提出する必要があり、多くの学生

がそれを持っていなかった。この問題に対処するため、連邦政府は連邦大学の学

8 Ministério da Educação, Portaria No 1.466, de 18 de dezembro de 2012, institui o Programa 
Inglês sem Fronteiras [Ordinance No. 1.466 of December 18, 2012, establishing the English 
without Borders program], 
http://isf.mec.gov.br/ingles/images/pdf/portaria_normativa_1466_2012.pdf. 
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長の助けを借りて、2012年に「国境なき英語プログラム」を開始したのである9。

言語学の専門家グループによって設立されたこの新しいプログラムは、3つの無償

の取り組みに焦点を当てた。(1) 学術コミュニティ全体に向けた自己学習用のオン

ラインコース、 (2) 「国境なき科学」および他の国際交流プログラムへの応募を

希望する者のためのTOEFL ITPの資格試験、 (3) 連邦大学で提供される対面授業で

ある。2014年には、国際的なパートナーからの要請に応え、ブラジルの外国語専

門家の支援を受けて、プログラムはさらに6つの言語（英語、フランス語、ドイツ

語、イタリア語、日本語、外国人向けポルトガル語、スペイン語）を網羅するよ

うに拡大し、「国境なき言語プログラム」と改名された。前述の3つの取り組みは

すべて7つの言語に適用され、そのうちいくつかは国際的なパートナーによって支

援を受けることになった。 

　「国境なき言語」は３つの取り組みすべてを運営していたが、特に対面授業に

重点を置いていた。なぜなら、それらは複雑な教師教育戦略と関連しており、ブ

ラジルにおける国際化と人文科学の発展にとって最も重要だったからである。 

応用言語学者のグループが念頭に置いていたのは、「国境なき科学」プログラム

の目先の要求や期限を超えた、次世代の言語学習のニーズに向けた、長期的な運

動であった。国際化の基盤としての言語学習を念頭に、応用言語学者たちは「国

境なき言語」プログラムについて、科学、技術およびイノベーションの発展にお

ける人文科学の重要性を認識してこなかったという偏見をくつがえす機会だと考

えたのである。 

　ブラジルの大学の言語と文学の学部課程で重点が置かれているのは、実践的な

方法論、アプローチについて批判的な教育を提供することであり、また子どもや

若者達が生活や職場、中等教育後に備えて準備するのに役立つ教育教材を開発す

ることである。しかし、外国語学部の学生たちは、教育期間中に自身の能力を判

定されることはない。これは、言語専門家の間で合意が得られていないことと、

実用性の問題によるものである。公立大学の専門教育が政府の評価や学術コミュ

ニティで「すばらしい」と評価されたところで、教育する教師に適切な外国語能

力を保証する仕組みがない。また、より高い能力があれば、より魅力的な給与が

得られる企業や私立学校に職を求めるということもある。外国語能力の要件がな

いために、外国語教育に対する評価が低くなり、卒業生の語学力が低いというサ

イクルを助長する結果となる。 

　「国境なき言語」はこの状況に対応するものである。ブラジルの公立大学の専

門家チームが協働し知力を集めることにより、「国境なき言語」は言語専門家と

9 Ministério da Educação, Portaria No 1.466, de 18 de dezembro de 2012, institui o Programa 
Inglês sem Fronteiras [Ordinance No. 1.466 of December 18, 2012, establishing the English 
without Borders program], 
http://isf.mec.gov.br/ingles/images/pdf/portaria_normativa_1466_2012.pdf. 
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言語教育を重視するものである。このプログラムでは、ブラジルの公立高等教育

機関の国際化の枠組みで教育実習を行うことにより、言語および文学の学部生が

教育と言語能力の改善ができるよう、設定されている。また、このプログラムで

は外国語の専門家としてより多くの機会が持てるようになっている。彼らは、こ

れまでは高等教育の国際化の過程に参加し協力するように位置づけられてはいな

かった。 

 

国境なき言語プロプラム 

　上述のように、ブラジル連邦政府は、応用言語学者や外国語専門家が提案した

プロジェクトに基づき「国境なき言語プログラム」 を立ち上げたのだった。この

プロジェクトは、次の3つの主要な取り組みを内包している。 

 

1.​ 無料の外国語能力試験 (TOEFL ITP) 

連邦政府は55万件のTOEFL ITP試験を購入し、英語能力を条件とする国の

大学に入学する学生を支援した。他のいくつかの外国語試験も国際的な

パートナーによって補助された。このように外国語能力試験の無料提供が

増加したことで、いくつかの州ではテストセンターが追加で必要となっ

た。州によっては、広大な地域でテストセンターが1つしかない場所もあっ

たためである。各州に公立大学が存在しているため、それらが公式のテス

トセンターとなり、より多くの学生が外国語能力試験を受けられるように

なった。 

2.​ 「国境なき言語」用に新たに設立された語学センター10 

これらのセンターでは、大学コミュニティ全体に向けた無料の語学コース

が提供された。7つの外国語のいずれかに高度なスキルを持つ研修中の学部

生がセンターの教師となった。英語教師にはブラジル政府から毎月奨学金

が支給され、週に20時間、教員研修に専念できるようになっていた。この

研修には、教育実習と実務経験が含まれていた。英語以外の外国語教師は

ブラジルの大学によって補助されていたが、日本語教師は国際交流基金に

よって全面的に補助され、イタリア語教師の一部はイタリア大使館によっ

て補助されていた。フランス政府やドイツ政府も、一部の語学指導者を派

遣していた。 

3.​遠隔指導によるオンライン自己学習コース 

これらのデジタル教育方法は、学術コミュニティに対して、外国語学習への

さらなるアクセスを提供することになった。オープン参加の呼びかけの後、

10 Existing languages centers focused on the teaching of foreign languages in general, while 
Languages without Borders centers specialized in teaching languages for academic and specific 
purposes, with an eye on internationalization processes. 
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141の公立高等教育機関が「国境なき言語」プログラムの一環として認定さ

れた。これらはブラジル全土にわたって分布し、次のような公立機関が含ま

れていた。59の連邦総合大学、21の州立総合大学、1つの市立大学、25の連

邦大学、35の州立大学である。各機関は、どの言語を教えるかを選択し、そ

れは次の表1に示されている。 

表1. 公立高等教育機関で毎年提供される対面型外国語コースの数および「国境なき言語」プログラ

ムでの受講可能人数  出典: 「国境なき言語」管理グループによって収集されたデータ。 

 

表1は、英語教育への投資の規模と、ポルトガル語を外国語として提供する

コースの拡大を示している。認定申請の前は、外国語としてのポルトガル語コー

スを提供していた公立高等教育機関はわずか17校であった。連邦政府は、特定の

奨学金を教師やコーディネーターに提供することで、直接的に英語教育を促進し

た。この結果、ブラジルの大学でより多くの英語コースが提供されるようになっ

た。外国語としてのポルトガル語の拡大は、国際化を国外に行く者 (mobility OUT) 

とブラジルに来る者 (mobility IN) の両方の視点から見る必要があることを明確に

した。 

  無料の語学能力テストの提供は、学生が「国境なき科学」のような留学プログ

ラムに参加するのを助けただけでなく、大学コミュニティにおける英語の語学能

力レベルの診断マッピングを可能にした。このマッピングは、2013年から2018年
の間に実施された。図1は、ヨーロッパ言語共通参照枠 (CEFR) の能力記述を使用

して結果を示している。A1レベルが最も基礎的で、C2レベルが最も上級である（

TOEFL ITPテストはA1およびC2レベルを測定しない）。公立高等教育コミュニティ

を構成する約200万人の中から限られたサンプルを対象にしたにもかかわらず、

8 

　　言語 公立高等教育機関 国境なき言語の年間受講枠 

英語 141 116,000 

フランス語 38 4,200 

ドイツ語 15 700 

イタリア語 16 1,800 

日本語 6 900 

外国語としてのポルトガル語 62 7,000 

スペイン語 42 4,600 



 

このマッピングの結果は、ブラジル国内の英語能力にはまだ多くの改善の余地が

あることを示している。 

 

図1.  550,000のTOEFL ITPテストに基づく英語の語学能力レベル。A2レベルが最も基礎的で、C1が
最も上級。データは「国境なき言語」運営グループによって収集された。 

　A1およびC2レベルはTOEFL ITPテストでは評価されなかったため、これらの

データは、基礎的な能力（A2）を持つ学生がかなりの数（42%）存在することを

示している（テストは必須ではなく、英語に一定の能力があると確信している者

のみが申し込んだことに要留意）。また、中間レベルの能力（B1およびB2）に属

する者が過半数（52%）であり、高度なCレベルの能力に到達するための奨励が必

要であることも示している。このテストは診断的評価として機能し、教育省、助

成機関、大学が制度的なマッピングを行うのを助け、その結果、語学政策の設計

に影響を与えることとなった。テストのスコアは、プログラム内で提供される英

語コースを受講したい学術コミュニティのメンバーをクラス分けするためにも使

用された。 

　英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語のオンラインコースが特に提供され

た。アメリカのCengage社と、My English Online (MEO) という自己学習用の英語

コースを開発するために契約した。このコースの5つのレベルに対して約500万の

パスワードが提供され、学術コミュニティの誰もが登録してそのレベルを修了で

きるようになっていた。ドイツ語については、ドイツ学術交流サービス(DAAD) と

の提携により、オンラインコースへのアクセスに使用するための3,843のパスワー

ドが提供された。イタリア語については、イタリア大使館との提携により、イタ

リアの大学グループ (Icon) によって提供されるイタリア語コースにアクセスする

ための500のコードが提供された。フランス語については、フランス大使館とア
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リアンス・フランセーズとの提携により、「国境なきフランス語」コースのため

に約3,000のバウチャーが提供された。 

 

「国境なき言語」プログラムの運営  

　連邦政府の中で、全国的に「国境なき言語」プログラムを組織し運営するため

のグループを設立する必要があった。この運営グループは、政府機関所属の会

長、言語および技術担当の副会長、各言語に1人の副会長を含む9人のメンバーで

構成されていた。すべての運営グループのメンバーは、応用言語学者であり、言

語分野における博士および博士研究職として研究に従事しており、公立大学の教

授でもあった。会長と副会長は、教育技術と遠隔教育における専門家であり、大

学管理職の経験も持っていた。言語担当の副会長たちは、それぞれの言語の専門

家と協力して、前述の4つの取り組みを組織立てた。400人以上の人文科学の専門

家が7つの言語チームに参加した。運営グループはプログラムのガイドラインを策

定した。公募、国際的なパートナーとの会議、特定のコースの作成から最終的な

修了証に至るまでのコース提供が含まれている。それぞれの運用戦略は、地域お

よび機関の違いを考慮しながら共同で策定された。運営グループは、教育省の高

等教育局に連携しており、その会長は、出身機関での活動から教育省に移動し

て、特定の管理職を担当した。これは、教育省の歴史の中で、言語の専門家が国

家プログラムを管理し責任を持つことの認可を得た初めてのケースであった。こ

の配置は、応用言語学者が地域レベルでプログラムの政策を調整し、運営グルー

プを通じて全国的に連携した諸機関にも反映された。ただし、専門家が必ずしも

必要な管理スキルを持っているわけではないことを認識する必要があり、一部の

専門家は、活動の流れを維持し国家レベルで定められた目標や期限を達成するた

めに、日常の管理業務を処理する方法を学ぶ必要があった。 

　運営グループによって設立された基盤を基に、「国境なき言語」は、認定教育

機関の専門家、政府機関、その他の協力機関との間で、常に生産的な対話を維持

し、ボトムアップおよびトップダウンの両方の視点に基づき構築されている。こ

の動的なプロセスを考慮すると、プログラムのいくつかの目標は当初から予測さ

れていたが、途中で生じた目標もあり、それらは開始時には完全に予見されてい

たものではなかった。その中で、遅れて現れた重要な目標の1つは、教師養成に関

連するものだった。現地コーディネーターの役割を担う応用言語学者の指導の

下、教職課程在学中の学部生が学術コミュニティ向けに開かれたコースの教師と

なった。プログラムが設立された当初は、書類上では語学教師自身の養成に重点

が置かれていなかった。前述の通り、主な目的は学術コミュニティが留学プログ

ラムに申し込むために言語能力を向上させることであった。しかし、「国境なき

言語」の実施を進める中で、教師の養成に焦点を当てる必要があることが無視で
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きなくなった。これは、プログラムの行動範囲を拡大する際に、教師教育が含ま

れるとする「国境なき言語」を策定した連邦規則の第3版で公式化された11。 

　地域では、「国境なき言語」は、運営組織を反映した特定の言語センターに組

織づけられた。総合コーディネーターが地域のプログラム作成を整理し、教育省

の運営グループとともに統括の中心となった。各言語にはそれぞれコーディネー

ターが配置されており、その機関に認定された言語における地域での取り組みを

主導した。全体的な運営組織を図2に示す。 

 

 

図 2. 「国境なき言語」プログラムの運営システム。 MEC = ブラジル教育省; MG = 運営グルー

プ; GC = 総合コーディネーター; LC = 言語コーディネーター; LT = 言語教育者。「国境なき言

語」運営グループによって収集されたデータ。 

　地方レベルでは、言語コーディネーターと総合コーディネーターが、言語セン

ターの運営に関連する問題に対処した。すなわち、基盤設備の必要性、運営およ

び財政的支援、その他の地域特有の問題である。 各地の状況に則した指針を実施

11 Ministério da Educação, Portaria No 30, de janeiro de 2016, amplia o Programa Idiomas sem 
Fronteiras [Ordinance No. 30 of January 2016, expanding the Languages without Borders 
program], http://isf.mec.gov.br/images/2016/janeiro/Portaria_30_IdiomassemFronteiras_2016.pdf. 
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し問題を解決するために、各地の言語コーディネーターは、他のセンターの仲間

や、その言語の全国レベルの副会長との直接の関係を維持した。 こうして、別の

連絡網が構築され、各言語のニーズを運営グループに伝えることができるように

なった。 この関係性は図 3 に示されている。 

 

図3. 言語コーディネーターと特定の言語の副会長との相互作用。「国境なき言語」運営グループに

よって収集されたデータ。 

　図 2 および図 3 は、これらの関係の有機的な性質を示唆しているが、対話は必

ずしも成功していたわけではない。 人事を扱うプロセスは慎重に扱うべきもので

あり、「国境なき言語」は、それまでは互いに知り合うことのなかったさまざま

な専門分野の専門家を集めたため、共通の基盤を見つけることが困難であった。 

もう一つの困難は、政府の奨学金が英語の教育のみに資金提供しているのと同時

期に、全言語を平等に扱うことであった。 これは運営グループによって行われた

選択ではなく、実施の優先順位と要望に応じて、すべての言語への奨学金の配分

を同じ予算内で含めるようにあらゆる努力がなされた。 同じ予算内での奨学金の

再配分のために、より具体的な基準を定義する必要性を示すことにある程度の成

功を収めたものの、新しい指針は、2018年の大統領選挙の前に署名されなかっ
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た。そのため政府の運営制度が変更され、「国境なき言語」プログラムは停止さ

れることとなった。  

　言語コーディネーターは、各自の大学における教師の養成に関連するすべての

事項、ならびにコース提供、教材の制作、その他の言語に関する事柄を統括し

た。 養成中の言語教師は、公募によって選ばれた地域の言語と文学コースの学部

生であった。 登録手続きの一環として、候補者は十分な習熟度のみならず、教育

および学生管理能力も示す必要があった。 プログラムでは、養成中の教師と見な

されたこれらの学部生は、最大 2 年間の実地研修プログラムで、「国境なき言

語」 プログラムに所属することとなった。 研修は、週 20 時間で構成され、次

のような活動に分けられていた。 

・毎週5時間の研修は、言語コーディネーターによって行われ、教授法、理論、お

よび実践に関する事項、教材分析、評価など、またその他の教師養成に関連する

事項が含まれていた。学部課程で行われるものとは異なり、「国境なき言語」

は、言語の国際化に関連する専門的な研修を提供することを目指した。教師たち

は、特定の学術目的に基づく外国語のコースを提供する方法を学んだ。すべての

教育活動には、仲間、指導者、学習者からのフィードバックのプロセスが含ま

れ、実践で直面した問題について意見を交換した。 

・12時間の言語コースの指導は、学生を20人ずつ３グループに分け、各4時間で行

われた。提供されるコースは、内容、難易度、および必要とされる習熟度に基づ

いていた。 

・3時間の指導と学習者へのサポート、また/あるいは、他の管理的・教育的活

動。　 

　このような教師研修を行うことによって、言語コーディネーターグループは、6

年間にわたり「国境なき言語」の1,200人以上の教師に言語教育を提供することが

できたのであった。 

　「国境なき言語」のような革新的な提案の実施過程において、長期的な成功を

達成するために重要な3つの価値観があった。それらは、忍耐、柔軟性、そして粘

り強さである。「国境なき言語」では、プログラムに政治的・制度的な様々な場

面での政府のマネージメントも含めて多くのリーダーを巻き込んでいるため、彼

らのニーズは明確であった。それと同時に、大学の自律性や、多くの国内外の

パートナーによる多くの困難の可能性も考慮されている。これらの価値観は、専

門的知識、計画力、コミュニケーション能力、多様性への敬意、そして協働への

意欲と組み合わさって機能し、ボトムアップとトップダウンの視点を統合しなが

ら、常に傾聴と議論を繰り返す動的なプロセスの中で行われる。「国境なき言

語」から生まれる豊かなアイデアは、国際的な文脈への統合を目指す大学生の教

育における人文科学の重要性を示しているのである。 
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コミュニケーション 

　「国境なき言語」プログラムは、その設立以来、複雑な取り組みとコミュニ

ケーションの構造を含んでいる。プログラムの全国的な範囲と多様な制度的現実

とニーズのために、運営グループは活動の可視性を高め、情報の流れを可能にす

るための技術的基盤を必要とした。その結果、教育省の情報技術チームは、プロ

グラムのすべての取り組みに対してオンライン管理システムを開発した。すなわ

ち、試験とコースへの申し込み、対面コースの提供、教室の運営、活動のモニタ

リング、「国境なき言語」に関与する7言語の修了証明書の発行である。このシス

テム内では、異なるレベルの管理者が28種類の異なる種類のレポートを利用で

き、これが地域および国家の管理者が地域の取り組みを計画し、説明責任を果た

すのに大いに役立った。管理者、運営グループ、および言語センターのチーム間

のコミュニケーションのために、Moodleの仮想環境内で部屋が作成され、優れた

実践例を交換するためにファイルが共有された。WhatsAppは、チームが最も多く

使用したコミュニケーションツールの1つであった。言語と管理特性によって編成

されたWhatsAppのグループによって、コーディネーターが日常業務で直面してい

る問題に対する迅速な解決を行うことが容易になった。 

　COVID-19のパンデミックが始まる前から、「国境なき言語」はオンラインリ

ソースを通じて積極的につながりを持っていた。様々な場所で、「国境なき言

語」のコーディネーターと教師との間で仮想空間での調整や指導など、さまざま

な取り組みが行われていた。遠隔で同時配信で提供される言語コースのためのパ

イロットグループが組織され、「国境なき言語」の教師が1つの場所にいて、学生

が別の場所に集まっていた。これらの取り組みの主な目的は、いくつかのコミュ

ニティでの言語専門家の不足という問題を解決することであった。これらの経験

は、2020年に始まったCOVID-19のパンデミックに対して重要な学習経験を提供

することになったのである。 

 

「国境なき言語」プログラムの影響 

　ブラジルの教育省の監督の下、2012年から2018年までの6年間、「国境なき言

語」プログラムは、特に外国語の教育・学習、教員養成、応用言語学の研究、お

よび国際化の過程における人文科学の専門家の参画とその重要性の評価におい

て、国の高等教育に重要な影響を与えた。「国境なき言語」により、外国語の教

育・学習分野では、コースや試験へのアクセスが拡大し、全国の公立高等教育機

関に対して政府によって補助が交付されたため、地域全体が参加できるように

なった。プログラムに認定されるための公募の性格により、認定から1年以内に、

各機関はその言語政策を提示する必要があった。これにより、これらの機関の言

語専門家や応用言語学者は、各コミュニティにとって言語的に重要な内容を議論
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するための委員会を組織することができ、地域や地方の歴史と状況を考慮するこ

とができた。プロセスの終了時に、運営グループは、さまざまなチームによって

生成された90件の機関の言語政策文書を受け取った。これは国にとって前例のな

い拡大であった。これらの言語政策は、公立高等教育機関での国際化のための取

り組みを計画する際に直接的な影響を与え、これにより、「国境なき科学」後、

連邦政府が推進してきた他の国際化プログラムへの参加が促されることになっ

た。ブラジルの「国境なき科学」プログラムの主要な助成機関であるCAPESは、

研究と大学院教育に焦点を当てた、小規模参加者による新たなプログラムを立ち

上げた。このプログラム、CAPES-PrIntは、扱う分野に人文科学を含めている。

新プログラムでは、応募者に外国語の高い能力が求められている。 

　教員養成の分野では、「国境なき言語」プログラムが、養成中教員の実習プロ

グラムを実施し、教員養成を受ける学生が学部課程中に専門性を持てるようにし

た。これにより、在学中に言語専門家の指導のもとで専門業務を体験できるよう

になった。「国境なき言語」に参加した多くの養成教員は、プログラムを通じて

得た経験のおかげで専門的な成功を収めていると確信している。具体的には、技

術力の向上や専門分野の幅を広げるだけでなく、これまで技術や生物科学の分野

に限られていた国際化について、協働作業や活発な議論を通じて体験できる機会

である。 

　応用言語学の分野では、「国境なき言語」に関連する研究から、多くの学位論

文、修士論文、博士論文が作成、公開され、ブラジル国内外の学術学会で発表さ

れている。400篇以上の学術研究が、プログラムやブラジルの大学の国際化にお

ける言語の役割に関連して発表されている。この影響は、今やブラジルでの国際

化イベントにも表れており、外国語や言語専門家を含む取り組みに特化したセッ

ションが存在するようになった。これは、ブラジルの学術界における「国境なき

言語」の強さを明確に示していることになる。プログラムはまた、公共政策への

影響により国際的にも認知を受けており、「国境なき言語」の代表が、2016年に

アメリカ合衆国大使館から与えられたDistinguished Hubert H. Humphrey 
Leadership Awardと、2017年にカナダ大使館から与えられたNoble Partnership 
Awardの2つの賞を受賞している。 

 

「国境なき言語」とAndifesネットワーク 

　6年の間に3回の政権交代があり、10名の教育大臣、7名の高等教育省長官の下

で運営されたが、その後、「国境なき言語」プログラムは2018年に停止された。

運営グループが組織した専門家ネットワークは、非政府組織であるブラジルの公立
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大学学長連合会 (Andifes)12 
に移行するよう調整した。Andifesは、大学が連邦政

府―教育省、ブラジル国会、助成機関―そして一般社会に対しての要求やニー

ズ、政策に取り組む団体である。「国境なき言語」の取り組みをAndifesに移行す

ることは、連邦公立高等教育機関の国際化プロセスをさらに強化するための戦略

であった。 

　2019年以降、「国境なき言語」はAndifesを通じて運営され、言語間の不平等や

頻繁なリーダーの交代といった課題に対処するために取り組みを再構成してき

た。今では、より多くの経験と視野を持つネットワークが、政治的変化に煩わさ

れることなく、言語教育の貢献をより良く共有できるようになったのである。そ

れは、Andifesは、各機関の学長によって運営されており、政府からの直接的な干

渉がないためである。 

　Andifesでの新たな運営体制は、いくつかの重要な変更を実施した。その1つは、

ブラジル国内外の公立あるいは私立の大学に所属する外国語専門家が「国境なき

言語」に参加できるようになったことである。同様に、外国語教育の学位課程を

提供していない大学でも認定を受けることができるようになったが、これはこの

連合会の性質上、Andifesに結びつく連邦大学のみに限られる。 

　チームは「プログラム」ではなく「ネットワーク」と呼ばれ、全国規模で、教

師を目指す教育実習生（チューター）がこのプログラムに登録された様々な公立

大学のコミュニティに外国語を教えている。これらの変更により、元々の「国境

のない」という概念の実践を行っている。つまり、大学間の境界、キャンパスの

境界、都市、州、国の境界がないということである。ネットワークはブラジルの

外部にいる専門家も参加できるためである。学部生教育に加えて、「国境なき言

語」ネットワークは、7つの言語のためのオンラインで全国的に認定された連携型

専門コースの提供も新たに始めた。このアイデアは、公立大学が国際化する中で

活動する外国語専門家の継続学習に貢献し、さらにブラジルにおいて外国人や難

民を受け入れるための外国語専門家を育成し、コミュニティ全体がより寛容で、

支え合う、人間的なグローバル市民性を育むことを目的としている。 

　認定を受けた専門家の大半は、科学の発展と、ブラジルの機関で提供される無

償かつ質の高い教育の改善に取り組む公務員である。この点で、運営グループ

は、ネットワークに参加する専門家をさらに惹きつけるために、取り組みの制度

的認知を求めている。 

　「国境なき言語」ネットワークは、今日においてまさに必要とされる批判的思

考にアクセスを提供する人文科学の専門家を認識し、その重要性に注目してお

り、さまざまな言語での知識へのアクセスを拡大している。したがって、「国境

12 ANDIFES, Resolução do Conselho Pleno da ANDIFES 01/2919, de 12 de novembro de 2019 
[Full ANDIFES Council Resolution 01/2919 of November 12, 2019], https://www.andifes.org.br/ 
wp-content/uploads/2021/05/Resolucao-Conselho-Pleno-01_2019.pdf. 
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なき言語」は、人文科学教育の重要性を強化し、より理解のある寛容な社会を築

くために貢献する運動となっているのである。哲学者のMartha Nussbaumは、人

類に影響を及ぼす問題は私たち全員に関係していると指摘し、前例のない形で協

力し合うことが重要であると述べている13。これには、批判的教育の一環とし

て、1つ以上の外国語を学ぶ重要性が含まれている。これは、道具的使用の限界を

超え、よりグローバルな問題に統合された教育を促進し、世界の広範な読み取り

と解釈に貢献するのである。したがって、Andifesの「国境なき言語」ネットワー

クは、多言語教育環境の発展において重要な役割を果たしている。その主な貢献

の1つは、ブラジルの公立高等教育機関の国際化の重要な役割を支援することであ

る。これは、人文科学が学術研究者の多様な現実をふまえた全人的な教育におい

て果たす役割を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 Martha Nussbaum, Not for Profit: Why Democracy Needs the Humanities (Princeton, NJ: 
Princeton University Press, 2010). 
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ン・カルロス連邦大学教授。 
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